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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　両端部で固定されて各ワイヤロープを繋止して張力を与える端末支柱を備えたワイヤロ

ープ式防護柵において、前記端末支柱の間に設けられる可動支柱であって、

　ワイヤロープ式防護柵の各ワイヤロープを受け入れて保持するロープ受け入れ部を有す

るロープ間隔保持部と、

　前記ロープ間隔保持部からワイヤロープ式防護柵の設置面までの間の間隔を保持するロ

ープ高保持部と、

　を備え、

　前記ロープ高保持部の下端部が下側に凸の曲面部として形成されており、前記設置面に

対して固定されず、水平方向に滑動可能であることを特徴とする可動支柱。

【請求項２】

　前記ロープ高保持部の下端部が球面形状によって構成されていることを特徴とする請求

項１に記載の可動支柱。

【請求項３】

　前記ロープ高保持部の下端部に水抜き孔が形成されていることを特徴とする請求項１又

は２に記載の可動支柱。

【請求項４】

　前記ロープ間隔保持部若しくは前記ロープ高保持部又は前記ロープ間隔保持部と前記ロ

ープ高保持部の間に設けられた分割部であって、車両が衝突した際に下段のワイヤロープ
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に 対 す る 押 し 下 げ 力 が 働 い た 場 合 若 し く は 可 動 支 柱 を 押 し 倒 す よ う な 力 が 働 い た 場 合 に 、

上 下 に 分 割 さ れ る 分 割 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に 記 載 の 可 動

支 柱 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 が 、 前 記 可 動 支 柱 の 側 面 側 か ら 中 心 部 へ 向 か っ て 切 り 欠 い て 形 成

さ れ て い る こ と に よ り 、 張 ら れ た 状 態 の ワ イ ヤ ロ ー プ を 側 面 側 か ら 受 け 入 れ 可 能 な 構 造 を

有 し 、

　 前 前 記 受 け 入 れ ら れ た ワ イ ヤ ロ ー プ が 外 れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 前 記 可 動 支 柱 の 内

部 の 前 記 受 け 入 れ ら れ た ワ イ ヤ ロ ー プ の 受 け 入 れ 側 に 挿 通 さ れ る 、 ピ ン 部 材 を 備 え る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 の う ち 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 上 段 側 の 一 本 ま た は 複 数 本

の ワ イ ヤ ロ ー プ を 受 け 入 れ る 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 が 、 可 動 支 柱 の 上 端 部 側 か ら 切 り 欠 い

て 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が 上 に 外 れ る ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 を 有 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 を 有 す る ロ ー プ 受 け 入 れ 部 以 外 の 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 が 、

前 記 可 動 支 柱 の 側 面 側 か ら 中 心 部 へ 向 か っ て 切 り 欠 い て 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 張 ら

れ た 状 態 の ワ イ ヤ ロ ー プ を 側 面 側 か ら 受 け 入 れ 可 能 な 構 造 を 有 し 、

　 前 記 側 面 側 か ら 受 け 入 れ ら れ た ワ イ ヤ ロ ー プ が 外 れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 前 記 可 動

支 柱 の 内 部 の 前 記 受 け 入 れ ら れ た ワ イ ヤ ロ ー プ の 受 け 入 れ 側 に 挿 通 さ れ る 、 ピ ン 部 材 を 備

え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防

護 柵 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 可 動 支 柱 、 当 該 可 動 支 柱 を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 、 当 該 ワ イ ヤ ロ ー

プ 式 防 護 柵 を 備 え る 橋 梁 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 の 交 通 安 全 対 策 と し て ガ ー ド ケ ー ブ ル な ど の ワ イ ヤ ロ ー プ 式 の 道 路 防 護 柵 が 汎 用 さ

れ て い る 。

　 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 は 、 通 常 、 数 百 ｍ を １ ス パ ン と し て 、 複 数 の ワ イ ヤ ロ ー プ を 一 定

長 延 展 し 、 両 端 末 を 索 端 金 具 を 介 し て 端 末 支 柱 に 繋 止 し て 張 力 を 与 え る と 共 に 、 端 末 支 柱

間 に 所 定 の 間 隔 で 中 間 支 柱 を 設 置 し 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 中 間 部 を 支 持 す る 構 造 に な っ て い る

。

　 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 の 防 護 柵 で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 柔 軟 性 を 利 用 し て 車 両 へ の 衝 撃 を 緩 和 す

る よ う に し て い る が 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 柔 軟 性 ゆ え に 、 車 両 衝 突 時 に 、 所 定 の 間 隔 を 有 す る

複 数 本 の ワ イ ヤ ロ ー プ が バ ラ バ ラ に 上 下 に 動 き 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 間 の 間 隔 が 押 し 広 げ ら れ る

場 合 が あ る 。

　 ワ イ ヤ ロ ー プ 間 の 間 隔 が 押 し 広 げ ら れ る と 、 そ こ か ら の 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） 等 が 生 じ

る 危 険 性 が 高 く な る た め 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 間 隔 の 拡 大 を 抑 止 す る た め 等 の 目 的 で 、 各 支 柱 （

端 末 支 柱 及 び 中 間 支 柱 ） の 間 に 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 上 下 間 隔 を 保 持 す る た め の 間 隔 保 持 材 を

設 け る こ と が 行 わ れ て い る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ 間 隔 が 保 持 さ れ る こ と に よ り 、 衝 突 車 両 を 面 と

し て 受 け 止 め る こ と が で き る 。

　 こ の よ う な 間 隔 保 持 材 に 関 す る 従 来 技 術 が 、 特 許 文 献 １ に よ っ て 開 示 さ れ て い る 。
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【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ７ ０ ４ ６ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 の ご と く 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 は 、 数 百 ｍ を １ ス パ ン と し て 、 各 ワ イ ヤ ロ ー プ を

端 末 支 柱 に 繋 止 し て 張 力 を 与 え る と 共 に 、 端 末 支 柱 間 に 所 定 の 間 隔 で 中 間 支 柱 を 設 置 し 、

ワ イ ヤ ロ ー プ の 中 間 部 を 支 持 す る 構 造 で あ る 。

　 し か し 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 環 境 に よ っ て は 、 中 間 支 柱 を 設 け る こ と が 難 し い

場 合 も あ る 。 例 え ば 、 橋 梁 等 に お い て 、 所 定 長 さ の ア ン カ ー ボ ル ト を 打 設 す る こ と が で き

な い 場 合 が あ り 、 そ の 場 合 、 従 来 の 中 間 支 柱 を 設 け る こ と が で き な い 。 こ の よ う な 場 合 に

お い て も 、 間 隔 保 持 材 を 用 い る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 間 の 間 隔 が 押 し 広 げ ら れ る こ と

に よ る 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） を 抑 止 す る こ と は で き る 。 し か し 、 従 来 の 間 隔 保 持 材 は 、 中

間 支 柱 と は 違 い 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 設 置 高 さ （ 柵 高 ） を 維 持 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、

中 間 支 柱 を 設 け る こ と が で き ず 、 間 隔 保 持 材 の み と な る 場 合 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が た わ ん で し

ま い 、 中 間 部 に て 柵 高 が 低 く な っ て し ま う 。 柵 高 が 低 く な れ ば 、 所 定 の 飛 び 出 し （ 突 破 事

故 ） 防 止 機 能 が 得 ら れ な く な る お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に お い て 、 中 間 支 柱 を 設 け る こ と が

難 し い よ う な 場 合 に お い て も 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が た わ ん で 柵 高 が 低 く な る こ と を 抑 止 す る こ

と が で き る 可 動 支 柱 、 当 該 可 動 支 柱 を 使 用 し た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 、 当 該 ワ イ ヤ ロ ー プ

式 防 護 柵 を 備 え る 橋 梁 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

（ 構 成 １ ）

　 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 各 ワ イ ヤ ロ ー プ を 受 け 入 れ て 保 持 す る ロ ー プ 受 け 入 れ 部 を 有 す

る ロ ー プ 間 隔 保 持 部 と 、 前 記 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 か ら ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 ま で の

間 の 間 隔 を 保 持 す る ロ ー プ 高 保 持 部 と 、 を 備 え 、 前 記 設 置 面 に 対 し て 滑 動 可 能 で あ る こ と

を 特 徴 と す る 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

（ 構 成 ２ ）

　 前 記 ロ ー プ 高 保 持 部 の 下 端 部 に 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 に 固 定 さ れ ず に 接 触 す

る 設 置 面 接 触 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

（ 構 成 ３ ）

　 前 記 設 置 面 接 触 部 が 、 摩 擦 低 減 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 構 成 ２ に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ 構 成 ４ ）

　 前 記 摩 擦 低 減 部 が 球 面 形 状 に よ っ て 構 成 さ れ 、 そ の 下 端 部 に 水 抜 き 孔 が 形 成 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 構 成 ３ に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ 構 成 ５ ）

　 前 記 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 ま た は 前 記 ロ ー プ 高 保 持 部 に 、 上 下 に 分 割 さ れ る 分 割 部 を 備 え る

こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ １ １ 】

（ 構 成 ６ ）

　 前 記 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 と 前 記 ロ ー プ 高 保 持 部 が 上 下 に 分 割 さ れ る 分 割 構 造 を 備 え る こ と

を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ５ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 。
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【 ０ ０ １ ２ 】

（ 構 成 ７ ）

　 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 の う ち 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 上 段 側 の 一 本 ま た は 複 数 本

の ワ イ ヤ ロ ー プ を 受 け 入 れ る 前 記 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 が 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が 外 れ る ワ イ ヤ ロ ー

プ 抜 け 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 構 成 ８ ）

　 構 成 １ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 の 可 動 支 柱 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護

柵 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 構 成 ９ ）

　 構 成 ８ に 記 載 の ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 可 動 支 柱 に よ れ ば 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 か ら ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 ま で

の 間 の 間 隔 を 保 持 す る ロ ー プ 高 保 持 部 を 備 え る こ と に よ り 、 中 間 支 柱 を 設 け る こ と が 難 し

い 場 合 に お い て も 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ワ イ ヤ ロ ー プ が た わ ん で 柵 高 が 低 く な る こ と

を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 １ の 可 動 支 柱 を 示 す 平 面 図

【 図 ２ 】 ピ ン 部 材 を 示 す 平 面 図

【 図 ３ 】 ワ イ ヤ ロ ー プ に 可 動 支 柱 を 取 り 付 け た 部 分 を 示 す 図

【 図 ４ 】 可 動 支 柱 を 取 り 付 け た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 を 示 す 図

【 図 ５ 】 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 車 両 が 衝 突 す る 様 子 を 示 し た 概 略 図

【 図 ６ 】 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図

【 図 ７ 】 ピ ン 部 材 の 別 の 例 を 示 す 図

【 図 ８ 】 実 施 形 態 ２ の 可 動 支 柱 を 示 す 図

【 図 ９ 】 実 施 形 態 ２ の ピ ン 部 材 を 示 す 平 面 図

【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 ２ の 可 動 支 柱 を 示 す 断 面 図

【 図 １ １ 】 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図

【 図 １ ２ 】 従 来 の 間 隔 保 持 材 を 取 り 付 け た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 態 様 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下

の 実 施 態 様 は 、 本 発 明 を 具 体 化 す る 際 の 一 形 態 で あ っ て 、 本 発 明 を そ の 範 囲 内 に 限 定 す る

も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ 実 施 形 態 １ ＞

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 １ の 可 動 支 柱 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） ： 正 面 図 、 図

１ （ ｂ ） ： 側 面 図 、 図 １ （ ｃ ） ： 上 面 図 、 図 １ （ ｄ ） ： 底 面 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 使 用 す る 支 柱 （ 設 置 面 に 対 し て 滑

動 可 能 な 支 柱 ） で あ り 、 丸 パ イ プ （ 鋼 管 ） を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。

　 可 動 支 柱 １ は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 各 ワ イ ヤ ロ ー プ を 受 け 入 れ て 保 持 す る ロ ー プ 受

け 入 れ 部 １ １ １ を 有 す る ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ と 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ か ら ワ イ ヤ ロ ー

プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 ま で の 間 の 間 隔 を 保 持 す る ロ ー プ 高 保 持 部 １ ２ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ は 、 各 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ に ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 各 ワ イ

ヤ ロ ー プ を 受 け 入 れ る こ と で 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 間 隔 を 保 持 す る も の で あ る 。 即 ち 、 可 動 支

柱 １ は 、 間 隔 保 持 部 材 と し て の 機 能 を 有 し て い る 。
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　 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 丸 パ イ プ で あ る 可 動 支 柱 １ の 側 面

を 切 り 欠 い て 形 成 さ れ 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ロ ー プ 間 隔 に 応 じ て 複 数 設 け ら れ る 。

　 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ で は 、 最 上 段 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ ａ が 、 可 動 支 柱 １ の 上

端 部 側 か ら 切 り 欠 い て 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ワ イ ヤ ロ ー プ が 上

に 外 れ る ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ は 、 各 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ に 入 れ 込 ん だ ワ イ ヤ ロ ー プ が 外 れ な い よ う に す る た

め の ピ ン 部 材 １ ３ を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） ： 正 面 図 、 図 １ （ ｂ ） ： 側 面 図 、 図 １ （ ｃ

） ： 上 面 図 で あ る 。

　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ピ ン 部 材 １ ３ は 、 細 長 い 板 部 材 （ 鋼 板 ） の 上 端 部 分 を 折 り 曲 げ

た も の で あ る 。

　 ピ ン 部 材 １ ３ は 、 丸 パ イ プ で あ る 可 動 支 柱 １ の 内 部 に 挿 通 さ れ る も の で あ り 、 各 ロ ー プ

受 け 入 れ 部 １ １ １ に 入 れ 込 ん だ ワ イ ヤ ロ ー プ に 対 し て 外 側 と な る 位 置 に 挿 通 さ れ る 。

　 図 ３ は 、 可 動 支 柱 １ を ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 取 り 付 け た 状 態 に お け る 、 上 端 側 の ワ イ

ヤ ロ ー プ ２ 本 分 を 示 す 図 で あ る 。

　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ピ ン 部 材 １ ３ は 、 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ ａ に 入 る 最 上 段 の ワ

イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ に 対 し て は 設 け ら れ ず 、 ２ 段 目 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ に 対 し て 、 ピ ン 部 材 １

３ の 上 端 の 折 り 曲 げ 部 を ひ っ か け る よ う に し て 設 置 さ れ る 。 ピ ン 部 材 １ ３ は 、 少 な く と も

４ 本 分 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ の 設 置 間 隔 以 上 の 長 さ を 有 す る こ と に よ り 、 ２ 段 目 以 降

の 各 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ に 受 け 入 れ ら れ る ４ 本 分 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が 外 れ な い よ う

に 保 持 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ロ ー プ 高 保 持 部 １ ２ は 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ か ら ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 ま で

の 間 の 間 隔 を 保 持 す る も の で あ り 、 こ れ に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 設 置 高 さ （ ワ イ ヤ ロ ー プ

式 防 護 柵 の 柵 高 ） を 維 持 す る も の で あ る 。

　 な お 、 ＂ ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 ＂ と は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 が 設 置 さ れ る 構

造 物 （ 例 え ば 橋 梁 ） に お け る 設 置 面 や 、 路 面 等 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ で は 、 １ 本 の 丸 パ イ プ に よ っ て ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ と ロ ー プ

高 保 持 部 １ ２ が 一 体 的 に 構 成 さ れ て い る 。

　 ロ ー プ 高 保 持 部 １ ２ の 下 端 部 に は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 設 置 面 に 対 し て 、 固 定 さ れ

ず に 接 触 す る 設 置 面 接 触 部 １ ２ １ が 備 え ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お け る 設 置 面 接 触 部 １ ２ １

は 、 樹 脂 で 形 成 さ れ た 半 球 キ ャ ッ プ で あ り 、 そ の 下 端 部 に 水 抜 き 孔 １ ２ １ ｈ が 形 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ を 取 り 付 け た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ を 示 す 図 で あ る

。

　 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ は 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は ５ 本 ） の ワ イ ヤ ロ ー プ の 両 端 末 を 、

索 端 金 具 を 介 し て 端 末 支 柱 ２ １ に 繋 止 し て 張 力 を 与 え る 構 造 で あ り 、 所 定 間 隔 ご と に 、 上

記 説 明 し た 可 動 支 柱 １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ は 、 例 え ば 、 橋 梁

等 に お い て 、 所 定 長 さ の ア ン カ ー ボ ル ト を 打 設 す る こ と が で き ず 、 中 間 支 柱 を 設 け る こ と

が で き な い 場 合 に お い て 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ が 所 定 間 隔 ご と に 取 り 付 け ら れ て い る

も の で あ る 。 な お 、 ＂ 所 定 間 隔 ＂ は 、 設 計 思 想 や 安 全 基 準 、 こ れ ら に 基 づ く 仕 様 等 に 応 じ

て 適 宜 定 め れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 一 方 、 図 １ ２ は 、 同 様 に 、 中 間 支 柱 を 設 け る こ と が で き な い ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 対

し て 、 従 来 の 間 隔 保 持 材 １ １ ０ を 取 り 付 け た も の を 示 す 概 略 図 で あ る 。 こ の よ う な 従 来 の

間 隔 保 持 材 １ １ ０ で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 設 置 高 さ を 維 持 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 図

１ ２ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が た わ ん で し ま い 、 中 間 部 で は た る み ｓ

の 分 だ け 柵 高 が 低 く な っ て し ま う 。 柵 高 が 低 く な れ ば 、 所 定 の 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） 防 止

能 力 が 得 ら れ な く な る お そ れ が あ る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ス パ ン Ｌ が 長 く な れ ば な る
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ほ ど 、 こ の 問 題 は 大 き く な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ は 、 ロ ー プ 高 保 持 部 １ ２ を 備 え る こ と に よ り 、 図

４ に 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ワ イ ヤ ロ ー プ が た わ ん で 柵 高 が 低 く な る こ

と が 抑 止 さ れ る た め 、 非 常 に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ５ は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 車 両 が 衝 突 す る 様 子 を 示 し た 概 略 図 で あ る 。

　 車 両 が ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 に 接 触 す る と 、 状 況 に よ っ て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が 下 に 押 し 下

げ ら れ る 力 が 働 く 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 大 型 車 の タ イ ヤ Ｔ が 接 触

し た 際 、 タ イ ヤ Ｔ の 回 転 に 巻 き 込 ま れ る 形 で 、 下 段 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ を 下 に 押 し 下 げ る

力 が 作 用 す る 。 こ の よ う な 場 合 、 従 来 の 間 隔 保 持 材 で あ る と 、 タ イ ヤ Ｔ が 接 触 し て い な い

上 段 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ も 、 下 段 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ に 引 っ 張 ら れ る 間 隔 保 持 材 に よ っ て

、 下 に 押 し 下 げ ら れ て し ま う 結 果 と な る 。 ま た 、 車 両 の 衝 突 に よ っ て 間 隔 保 持 材 が 押 し 倒

さ れ る よ う な 場 合 に も 、 間 隔 保 持 材 が 倒 れ る の に 伴 っ て 全 て の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が 押 し 下

げ ら れ る 。 こ れ ら に よ り 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 全 体 が 下 に 押 し

下 げ ら れ 、 結 果 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ を 乗 り 越 え た 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） が 生 じ る 危 険 性 が

高 く な っ て し ま う こ と も あ り 得 る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ は 、 最 上 段 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ ａ が 、 可 動

支 柱 １ の 上 端 部 側 か ら 切 り 欠 い て 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の ワ イ ヤ

ロ ー プ が 上 に 外 れ る ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ に 示 さ れ る よ

う に 、 最 上 段 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ は 、 可 動 支 柱 １ に 引 っ 張 ら れ て 押 し 下 げ ら れ る こ と が な

く 、 こ れ に よ っ て 車 両 を 捕 捉 し 、 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） が 生 じ る 危 険 性 を 低 減 で き る と い

う 非 常 に 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ は 、 設 置 面 （ 路 面 等 ） に 固 定 さ れ ず 、 且 つ 、 球 面 形 状 の

設 置 面 接 触 部 １ ２ １ を 備 え る こ と に よ り 、 設 置 面 と の 間 の 摩 擦 が 低 減 さ れ る 。 即 ち 、 球 面

形 状 の 設 置 面 接 触 部 １ ２ １ に よ っ て 摩 擦 低 減 部 が 構 成 さ れ て い る 。 当 該 摩 擦 低 減 部 に よ り

、 車 両 衝 突 時 等 に 可 動 支 柱 １ が 比 較 的 ス ム ー ズ に 滑 動 し 、 可 動 支 柱 １ が 倒 さ れ る こ と が 抑

止 さ れ る た め 、 よ り 好 適 で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ を 利 用 し た ワ イ ヤ

ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ は 、 支 柱 が 設 置 面 に 対 し て 滑 動 す る 支 柱 滑 動 シ ス テ ム と し て 構 成 さ れ る

。

　 ま た 、 球 面 形 状 の 設 置 面 接 触 部 １ ２ １ の 下 端 部 に は 、 水 抜 き 孔 １ ２ １ ｈ が 形 成 さ れ て い

る た め 、 雨 水 等 が 可 動 支 柱 １ の 内 部 に 溜 ま っ て し ま い 、 こ れ に よ る 腐 食 が 生 じ て し ま う こ

と 等 が 抑 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 が 、 最 上 段 の １ 本 に 対 し て の み 設 け ら れ

て い る も の を 例 と し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 の 上 段 側 の 複

数 本 の ワ イ ヤ ロ ー プ に 対 し て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 を 設 け る も の と し て も よ い 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 抜 け 構 造 が 、 可 動 支 柱 の 上 端 部 側 か ら 切 り 欠 い て

形 成 さ れ て お り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が フ リ ー に 抜 け る も の を 例 と し て い る が 、 こ れ に 限 る も の

で は な く 、 仮 止 め 部 材 を 設 け る こ と 等 に よ り 、 一 定 以 上 の 力 が 作 用 し た 場 合 に の み ワ イ ヤ

ロ ー プ が 抜 け る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ピ ン 部 材 と し て 、 ２ 段 目 の ワ イ ヤ ロ ー プ に 対 し て 引 っ か け ら れ

る 構 造 の も の を 例 と し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 可

動 支 柱 １ 内 の 略 上 端 か ら 略 下 端 ま で 至 る 長 さ を 有 す る 、 細 長 い 部 材 （ 板 状 や 棒 状 な ど の 部

材 ） と な る ピ ン 部 材 １ ３ ´ を 用 い る も の 等 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

＜ 実 施 形 態 ２ ＞

　 図 ８ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 ２ の 可 動 支 柱 を 示 す 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ ） ： 正 面 図 、 図
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８ （ ｂ ） ： 側 面 視 に お け る 断 面 図 で あ る 。 な お 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 概 念 と な る も の に つ

い て は 実 施 形 態 １ と 同 一 の 符 号 を 使 用 し 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 若 し く は 簡 略 化 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ ´ は 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ ´ に お い て 、 上 下 に 分 割 さ れ る 分

割 部 を 備 え て お り 、 最 上 段 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 が 他 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 と 同 様 の 構 成 で あ

る 点 、 及 び ピ ン 部 材 の 構 成 が 実 施 形 態 １ と 異 な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ ´ は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 丸 パ イ プ （ 鋼 管 ） を 用 い て 形 成 さ れ

て い る が 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ ´ に お い て 上 下 に 分 割 さ れ て お り 、 こ れ を 接 続 す る た め

の 接 続 部 材 １ ５ を 備 え る 。

　 接 続 部 材 １ ５ は 、 可 動 支 柱 １ ´ を 構 成 す る 丸 パ イ プ の 内 径 に 嵌 合 す る 外 径 を 有 す る 丸 パ

イ プ で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 接 続 部 材 １ ５ は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 分 割 さ れ た ロ ー

プ 間 隔 保 持 部 １ １ ´ の 上 側 の 部 材 に 対 し て 、 略 半 分 入 れ 込 む 形 で 嵌 合 、 固 定 （ 溶 接 等 ） さ

れ て い る 。 分 割 さ れ た ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ ´ の 上 側 の 部 材 か ら 、 略 半 分 突 出 し た 接 続 部

材 １ ５ を 、 分 割 さ れ た ロ ー プ 間 隔 保 持 部 １ １ ´ の 下 側 の 部 材 に 対 し て 嵌 め こ む （ 固 着 は せ

ず に 、 ス ラ イ ド し て 入 れ 込 む ） こ と で 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 可 動 支 柱 １ ´ が 一 体 化

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の ピ ン 部 材 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｃ ） が 、 上 側 ピ ン 部 材

１ ３ ａ を 示 す 各 平 面 図 で あ り 、 図 ９ （ ｄ ） ～ （ ｆ ） が 、 下 側 ピ ン 部 材 １ ３ ｂ を 示 す 各 平 面

図 で あ る 。

　 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ピ ン 部 材 １ ３ ａ 、 ｂ は 、 何 れ も 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 細 長 い 板

部 材 （ 若 し く は 棒 部 材 ） の 上 端 部 分 を 折 り 曲 げ た も の で あ る 。 上 側 ピ ン 部 材 １ ３ ａ は 、 ２

本 分 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ の 設 置 間 隔 分 の 長 さ を 有 し 、 下 側 ピ ン 部 材 １ ３ ｂ は 、 ３ 本

分 の ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １ １ の 設 置 間 隔 分 の 長 さ を 有 す る 。

　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 上 側 ピ ン 部 材 １ ３ ａ は 、 最 上 段 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ に 対 し て

、 そ の 上 端 の 折 り 曲 げ 部 を ひ っ か け る よ う に し て 設 置 さ れ 、 同 様 に 、 下 側 ピ ン 部 材 １ ３ ｂ

は 、 ３ 段 目 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ に 対 し て 、 そ の 上 端 の 折 り 曲 げ 部 を ひ っ か け る よ う に し て

設 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 分 割 部 分 の 上 下 で そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 各 ロ ー プ 受 け 入 れ 部 １ １

１ に 受 け 入 れ ら れ る ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が 外 れ な い よ う に 保 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 の 可 動 支 柱 １ ´ を 取 り 付 け た ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 ２ に お い て 、

車 両 の 衝 突 に よ っ て 、 可 動 支 柱 １ ´ が 押 し 倒 さ れ 、 若 し く は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が タ イ ヤ

に 巻 き 込 ま れ た 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

　 同 図 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 下 段 側 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ が タ イ ヤ に 巻 き 込 ま れ て 引 っ 張

ら れ た り 、 可 動 支 柱 １ ´ が 押 し 倒 さ れ た り し て も 、 可 動 支 柱 １ ´ が 上 下 に 分 割 さ れ る た め

、 分 割 さ れ る 上 側 ２ 本 分 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｒ は 、 柵 高 及 び そ の 間 隔 が 保 持 さ れ る 。 従 っ て

、 こ れ に よ っ て 車 両 を 捕 捉 し 、 飛 び 出 し （ 突 破 事 故 ） が 生 じ る 危 険 性 を 低 減 で き る と い う

非 常 に 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 分 割 部 が 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 に 形 成 さ れ る も の を 例 と し た が 、 ロ ー プ

高 保 持 部 に 分 割 部 が 形 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。

　 ま た 、 ロ ー プ 間 隔 保 持 部 と ロ ー プ 高 保 持 部 が 上 下 に 分 割 さ れ る 分 割 構 造 を 備 え る も の で

あ っ て も よ く 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ （ 複 数 個 所 で 分 割 さ れ る も の ） で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 可 動 支 柱 が 丸 パ イ プ で 形 成 さ れ る も の を 例 と し た が 、 こ れ に 限 ら

れ る も の で は な く 、 各 種 の 断 面 形 状 の パ イ プ で あ っ て よ く 、 そ の 他 の 鋼 材 等 （ 丸 棒 や Ｈ 型

鋼 等 ） で あ っ て も 構 わ な い 。 そ れ ぞ れ 選 択 し た 部 材 に 合 わ せ て 適 宜 ワ イ ヤ ロ ー プ を 受 け 入

れ て 保 持 す る ロ ー プ 受 け 入 れ 部 を 形 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 設 置 面 接 触 部 が 球 面 状 に 形 成 さ れ る も の を 例 と し て い る が
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、 球 面 形 状 に 限 る も の で は な く 、 下 側 に 凸 の 曲 面 部 に て 構 成 さ れ る も の 等 に よ り 、 設 置 面

と の 接 触 面 積 を 低 減 し 、 摩 擦 を 低 減 さ せ る も の や 、 設 置 面 接 触 部 に 、 設 置 面 に 対 し て 摩 擦

係 数 の 小 さ い 部 材 を 用 い る も の 等 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 に 係 る 可 動 支 柱 を 使 用 す る ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 と し て 、

中 間 支 柱 を 設 置 で き な い 場 合 を 例 と し て い る が 、 中 間 支 柱 を 設 置 す る ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護

柵 に 対 し て 、 本 発 明 に 係 る 可 動 支 柱 を 使 用 す る も の で あ っ て も 勿 論 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 １ 、 １ ´ ． ． ． 可 動 支 柱

　 　 １ １ 、 １ １ ´ ． ． ． ロ ー プ 間 隔 保 持 部

　 　 　 １ １ １ ． ． ． ロ ー プ 受 け 入 れ 部

　 　 １ ２ ． ． ． ロ ー プ 高 保 持 部

　 　 　 １ ２ １ ． ． ． 設 置 面 接 触 部

　 　 １ ３ ． ． ． ピ ン 部 材

　 ２ ． ． ． ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵

　 Ｗ Ｒ ． ． ． ワ イ ヤ ロ ー プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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